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論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
状
維
持
の
方
向
で
は
、
削

減
よ
り
も
議
会
の
活
性
化
を
図

る
た
め
「
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
議
会
活
動
の
推
進
や
定
例
会

の
状
況
の
地
域
へ
の
報
告
な
ど

で
町
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

先
だ
」
な
ど
の
意
見
が
、
定
数

削
減
の
方
向
で
は
「
自
立
を
歩

む
本
町
に
と
っ
て
も
削
減
は
避

け
て
通
れ
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
5
回
委
員
会
で
は「
調
査
・

議
論
は
尽
く
さ
れ
た
も
の
」
と

し
て
意
見
集
約
が
な
さ
れ
、
現

状
維
持
賛
成
3
人
、
定
数
削
減

賛
成
3
人
の
同
数
と
な
り
ま
し

た
が
、
委
員
長
が
削
減
に
賛
成

し
、
削
減
賛
成
の
採
決
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
採
決
を
受
け
て
議
論
し

た
結
果
、
次
の
理
由
に
よ
り

「
2
人
減
の
　
人
と
す
る
こ
と

16

が
妥
当
で
あ
る
」
と
の
結
論
に

達
し
ま
し
た
。

【
理
由
】

①
合
併
に
よ
り
、
町
村
数
と
共

に
議
員
定
数
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。
自
立
の
道
を
歩

む
本
町
に
と
っ
て
も
、
定
数

削
減
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

②
最
近
、
近
隣
の
市
町
村
が
定

数
を
削
減
し
て
お
り
、
町
民

は
こ
の
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
た
段
階
で
、
議
員
定
数

を
削
減
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
現
在
の
近
隣
市
町
村

の
定
数
削
減
状
況
な
ど
を
勘

案
す
る
と
、
現
状
維
持
で
は

納
得
を
得
ら
れ
な
い
。

③
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
行
財
政
改
革
を
進
め

て
お
り
、
議
会
と
し
て
も
改

革
の
一
環
と
し
て
定
数
削
減

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
議
員
定
数
を
減
ら
す
と
「
新

た
に
議
員
と
な
る
機
会
が
狭

く
な
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
声
が
議
会
や
行
政
に
反

映
さ
れ
に
く
く
な
る
」
と
の

懸
念
は
あ
る
が
、
情
報
通
信

網
の
整
備
状
況
な
ど
か
ら
、

大
き
な
影
響
は
な
い
。

 　
委
員
会
で
の
調
査
・
検
討
結

果
に
つ
い
て
全
員
協
議
会
で
概

要
が
示
さ
れ
た
後
、
本
定
例
会

第
　
日
目
（
3
月
5
日
）
に
道

16
又
秀
悦
議
員
が
提
出
者
、
議
員

5
人
を
賛
成
者
と
す
る
「
山
田

町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」（
定
数
を
「
　
人
」
か
ら

18

「
　
人
」
に
改
め
、
次
回
の
一
般

16
選
挙
か
ら
適
用
）
が
追
加
提
案

さ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
条
例
可
決

次
回
の
選
挙
よ
り
適
用

第１回定例会の様子


